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● 6 月 1 日の人口／総人口 49,964（-48） 

　男 24,099（-29）女 25,865（-19）

　世帯数 22,501（+5）　（　）内は前月比

お知らせ
　～地域を支える公共交通～路線バスを利用しましょう！
シ
リ
ー
ズ 市民 図 書 館 の 本 の 修 理 を ボ ラ ン テ ィ ア で 行 う

「 館 山 ル リ ユ ー ル の 会 」 代 表　 齋 藤　 実 さ ん
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お 知 ら せ

　

「
社
会
を
明
る
く

す
る
運
動
」
は
、

す
べ
て
の
国
民
が
、

犯
罪
や
非
行
の
防

止
と
罪
を
犯
し
た

人
た
ち
の
更
生
に

つ
い
て
理
解
を
深

め
、
そ
れ
ぞ
れ
の

立
場
に
お
い
て
力

を
合
わ
せ
、
犯
罪

の
な
い
地
域
社
会

を
築
こ
う
と
す
る

全
国
的
な
運
動
で
、

今
年
で
第
61
回
を

迎
え
ま
す
。

　

こ
の
運
動
の
行

動
目
標
に
基
づ
い

て
考
え
、
行
動
し
、

犯
罪
や
非
行
の
な

い

安

全
・

安

心

な
社
会
を
築
き
ま

し
ょ
う
。

　

行
動
目
標
／
①
犯
罪
や
非

行
を
し
た
人
た
ち
の
立
ち
直

り
を
支
え
よ
う
。
②
犯
罪
や

非
行
に
陥
ら
な
い
よ
う
地
域

社
会
で
支
え
よ
う
。
③
こ
れ

ら
の
点
に
つ
い
て
、
地
域
社

会
の
理
解
が
得
ら
れ
る
よ
う

協
力
し
よ
う
。

　

問
合
せ
／
福
祉
課
（

22

―
３
４
９
２
）

■
全
額
免
除
・

　

 

一
部
納
付（
免
除
）制
度

　

収
入
が
少
な
い
人
や
、
失
業

な
ど
に
よ
り
保
険
料
を
納
め
る

こ
と
が
困
難
な
人
に
は
、
申
請

免
除
制
度
が
あ
り
ま
す
。
前
年

度
の
所
得
が
一
定
額
以
下
の
場

合
に
、
保
険
料
の
納
付
が
全
額

ま
た
は
一
部
免
除
さ
れ
ま
す
。

※
一
部
納
付
（
免
除
）
制
度

は
、
保
険
料
の
一
部
を
納
付
す

る
こ
と
に
よ
り
、
残
り
の
納
付

が
免
除
に
な
る
制
度
で
す
。
一

部
保
険
料
を
納
付
し
な
か
っ
た

場
合
は
、
そ
の
期
間
の
一
部
免

除
が
無
効
（
未
納
と
同
じ
）
に

な
り
ま
す
。

　

対
象
／
①
本
人
、
配
偶
者
、

世
帯
主
の
前
年
所
得
が
一
定
の

基
準
額
以
下
で
あ
る
人
。
②
平

成
22
年
３
月
31
日
以
降
に
失

業
、
倒
産
、
事
業
の
廃
止
、
天

災
な
ど
に
あ
っ
た
人
。
③
障
害

者
ま
た
は
寡
婦
で
あ
っ
て
、
前

年
所
得
が
125
万
円
以
下
の
人
。

④
生
活
保
護
法
に
よ
る
生
活
扶

助
以
外
の
扶
助
を
受
け
て
い
る

人
。
⑤
特
定
障
害
者
に
対
す
る

特
別
障
害
給
付
金
を
受
け
て
い

る
人
。

　

申
請
手
続
／
①
年
金
手
帳
ま

た
は
基
礎
年
金
番
号
の
わ
か
る

も
の
（
納
付
書
な
ど
）、
②
印

鑑
（
本
人
が
署
名
す
る
場
合
は

不
要
）、
③
失
業
な
ど
を
理
由

に
す
る
と
き
は
「
雇
用
保
険
受

給
資
格
者
証
」、「
雇
用
保
険

被
保
険
者
離
職
票
」
の
写
し
、

離
職
者
支
援
資
金
の
「
貸
付
決

定
通
知
書
」
の
写
し
な
ど
を
保

険
給
付
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ

い
（
郵
送
可
）。

■
若
年
者
納
付
猶
予
制
度

　

失
業
や
就
職
が
困
難
な
こ
と

に
よ
り
、
保
険
料
の
納
付
が
困

難
な
20
歳
代
の
人
は
、
若
年
者

納
付
猶
予
制
度
を
利
用
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
申
請
者
本
人

と
配
偶
者
の
前
年
所
得
が
一
定

額
以
下
の
場
合
に
保
険
料
の
納

付
が
猶
予
さ
れ
ま
す
。

　

手
続
き
に
必
要
な
も
の
は
、

免
除
制
度
と
同
じ
で
す
。

■
法
定
免
除
制
度

　

障
害
基
礎
年
金
（
１
級
・
２

級
）
を
受
け
て
い
る
人
や
、
生

活
保
護
法
に
よ
る
生
活
扶
助
を

受
け
て
い
る
人
は
、
届
出
に
よ

り
保
険
料
が
免
除
さ
れ
ま
す
。

印
鑑
、
年
金
証
書
（
障
害
年
金

を
受
け
て
い
る
場
合
）
な
ど
を

持
参
し
、
届
け
出
を
し
て
く
だ

さ
い
。

■
学
生
納
付
特
例
制
度

　

各
種
学
校
の
学
生
も
修
業
年

限
が
１
年
以
上
あ
る
課
程
に
在

籍
し
て
い
る
場
合
は
対
象
に
な

り
ま
す
。
手
続
き
に
は
、
印
鑑
、

学
生
証
（
ま
た
は
在
学
証
明
書
）

な
ど
が
必
要
で
す
。

固定資産税・都市計画税第 2 期、国民健康保険税第 1期、介護保険料第 1期、後期高齢者
医療保険料第 1期の納期限は 8 月1日（月）です。問合せ／納税課（ 22－3257）

国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
制
度

納
付
が
困
難
な
人
の
た
め
に
…

　

老
齢
基
礎
年
金
は
、
公
的
年
金
（
国
民
年
金
、
厚
生
年
金
、
共
済
年
金
な
ど
）
の
納
付
期
間
が
原

則
と
し
て
25
年
（
300
か
月
）
以
上
な
い
と
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
国
民
年
金
保
険
料
を
納

め
な
い
で
い
る
と
、
納
付
期
間
に
算
定
で
き
な
い
ば
か
り
か
、
事
故
や
病
気
で
万
一
の
場
合
に
、
障

害
基
礎
年
金
や
遺
族
基
礎
年
金
が
受
給
で
き
な
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

国
民
年
金
に
は
、経
済
的
な
理
由
な
ど
に
よ
り
納
付
が
困
難
な
人
の
た
め
に
「
保
険
料
の
免
除
制
度
」

が
あ
り
ま
す
。

　

問
合
せ
／
保
険
給
付
課
（

22
―
３
４
１
８
）

７月は「社会を明るくする運動」強調月間
～犯罪や非行を防止し、立ち直りを支える地域のチカラ～

1/4 納付

（3/4 免除）

1/2 納付

（半額免除）

3/4 納付

（1/4 免除）

3,760円

7,510円

11,270円

▼一部納付する場合の保
険料月額（平成 23 年度）

4 人世帯

（夫婦と子ども 2 人）

2 人世帯

（夫婦のみ）

全額免除

162万円

  92万円  

  57万円

1/4納付

一部納付

1/2納付 3/4納付

▼世帯構成別の所得基準のめやす

世帯構成

230万円

142万円

93万円

282万円

195万円

141万円

335万円

247万円

189万円単身世帯



3 だん暖たてやま

え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
減
額
認
定
は
申
請
が
必
要

　

後
期
高
齢
者
医
療
の
被
保
険

者
で
、
住
民
税
非
課
税
世
帯
の

人
に
は
、
申
請
に
よ
り
「
限
度

額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認

定
証
」
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
現
在
交
付
さ
れ
て
い

る
住
民
税
非
課
税
世
帯
の
人
に

は
、
新
し
い
保
険
証
と
一
緒
に

引
き
続
き
交
付
し
ま
す
。

　

入
院
し
た
場
合
に
、
医
療
機

関
に
提
示
す
る
こ
と
で
、
一
部

負
担
金
や
食
事
代
の
軽
減
措
置

が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

問
合
せ
／
保
険
給
付
課
（


22
―
３
４
１
８
）

　

８
月
１
日
か
ら
使
用
す
る
後

期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証

（
保
険
証
）
と
保
険
料
の
決
定

通
知
書
・
納
入
通
知
書
を
７
月

中
旬
に
送
付
し
ま
す
。
８
月
以

降
、
医
療
機
関
に
か
か
る
際
は
、

必
ず
新
し
い
保
険
証
を
使
用
し

て
く
だ
さ
い
。
新
し
い
保
険
証

は
「
青
色
」
の
カ
ー
ド
式
保
険

証
で
す
。

　

医
療
機
関
に
か
か
る
際
の
自

己
負
担
割
合
は
、
前
年
の
所
得

に
よ
り
１
割
ま
た
は
３
割
と
な

り
ま
す
。

■
平
成
23
年
度
の
保
険
料

　

保
険
料
は
均
等
割
額
と
所
得

割
額
を
合
計
し
た
額
で
す
。

　

均
等
割
額
／
３
万
７
千
400
円

　

所
得
割
額
／
基
礎
控
除
後
の

総
所
得
金
額
に
７
・
29
％
を
か

け
た
額

※
所
得
の
少
な
い
人
や
、
後
期

高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入
す

る
直
前
に
被
用
者
保
険
（
国
民

健
康
保
険
以
外
）
の
被
扶
養
者

だ
っ
た
人
は
、
保
険
料
が
軽
減

さ
れ
ま
す
。

※
均
等
割
額
と
所
得
割
率
は
千

葉
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連

合
で
決
定
さ
れ
た
も
の
で
す
。

■
保
険
料
の
納
め
方

　

保
険
料
の
納
め
方
に
は
、
特

別
徴
収
（
年
金
か
ら
の
天
引

き
）
と
普
通
徴
収
（
納
付
書
ま

た
は
口
座
振
替
な
ど
で
個
別
に

納
付
）
が
あ
り
ま
す
。
年
金
か

ら
の
天
引
き
の
人
で
も
、
申
し

出
に
よ
り
口
座
振
替
に
切
り
替

　

現
在
、
震
災
に
よ
り
保
険
証

を
紛
失
し
た
場
合
で
も
、
申
し

出
に
よ
り
保
険
診
療
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
７
月
１

日
か
ら
は
、
保
険
証
の
提
示
が

必
要
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
現
在
、
申
し
出
に
よ

り
窓
口
負
担
が
免
除
さ
れ
て
い

る
人
に
つ
い
て
、
７
月
１
日
か

ら
は
、「
一
部
負
担
金
等
の
免

除
証
明
書
」
の
提
示
が
必
要
に

な
り
ま
す
。

　

保
険
証
や
「
一
部
負
担
金
等

の
免
除
証
明
書
」
は
、
加
入
す

る
医
療
保
険
の
保
険
者
が
発
行

し
ま
す
。
申
請
の
方
法
な
ど
に

つ
い
て
は
、
各
保
険
者
ま
で
問

い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

　

問
合
せ
／
保
険
給
付
課
（


22
―
３
４
２
８
）

窓
口
で
の
取
り
扱
い
が
変
わ
り
ま
す

医
療
機
関
を
受
診
す
る
被
災
者
の
皆
さ
ん
へ

行政相談委員を委嘱 後
期
高
齢
者
医
療
制
度

　行政相談委員は、

皆さんの相談相手と

して、国の仕事に関

する苦情などの相談

を受け付け、助言や

関係行政機関に対す

る通知などを行って

います。相談は面談、電話、手紙のい

ずれの方法でも構いません。

　市担当の行政相談委員として、6月1

日付けで伏
ふしはら

原由美さん（北条 1781 －

26、20－1271）が総務大臣から委

嘱されました。

　行政相談の日時は、広報「だん暖た

てやま」毎月 15 日号でお知らせしてい

ます。相談は無料で、秘密は厳守され

ます。

　問合せ／市民課（22 － 3414）

国の仕事のことなどで
困ったときは相談を

▼行政相談委員一覧（4 月 1 日委嘱）

氏名

今井　勇

青山　彰

住所

宝貝 57

中里 227

電話番号

22－9539

28－1650

「全国共通ナビダイヤル」

　いじめや虐待など、人権問題についての相談を受け
付ける電話です。電話をかけた場所の最寄りの法務局
につながり、人権擁護委員または法務局職員が相談に
応じます。予約は不要で、秘密は厳守されます。
　問合せ／千葉地方法務局館山支局（22 － 0620）

０５７０－００３－１１０

人権についての相談は

新
し
い
保
険
証
と
通
知
書
を

 　
　
　
　
　

７
月
中
旬
に
送
付
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お 知 ら せ

■
受
給
対
象
を
拡
大

　

４
月
か
ら
、
障
害
基
礎
年
金

に
お
け
る
子
の
加
算
の
運
用
が

見
直
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
結

果
、
障
害
年
金
の
子
の
加
算
対

象
と
な
っ
て
い
る
児
童
で
も
、

児
童
扶
養
手
当
の
支
給
額
が
加

算
額
よ
り
も
多
け
れ
ば
、
児
童

扶
養
手
当
が
支
給
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

　

た
だ
し
、
１
人
の
児
童
に
つ

い
て
、
児
童
扶
養
手
当
と
障

害
基
礎
年
金
の
子
の
加
算
の
両

方
を
受
け
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。

　

対
象
／
こ
れ
ま
で
父
ま
た
は

母
が
、
児
童
扶
養
手
当
施
行
令

で
定
め
る
障
害
（
国
民
年
金
ま

た
は
厚
生
年
金
法
１
級
相
当
）

の
状
態
に
あ
り
、
障
害
基
礎
年

金
を
受
給
し
て
い
る
世
帯
で
、

子
が
年
金
の
加
算
対
象
に
な
っ

て
い
る
た
め
、
児
童
扶
養
手
当

が
支
給
さ
れ
な
か
っ
た
世
帯
。

※
ひ
と
り
親
家
庭
で
障
害
基
礎

年
金
を
受
給
し
て
い
る
人
、
障

害
基
礎
年
金
を
受
給
し
て
い
て

も
、
児
童
扶
養
手
当
法
施
行
令

で
定
め
る
程
度
の
障
害
が
な
い

人
は
、
児
童
扶
養
手
当
の
受
給

は
で
き
ま
せ
ん
。

■
支
給
額
を
変
更

　

平
成
22
年
度
全
国
消
費
者
物

価
指
数
の
下
落
に
伴
い
、
平
成

23
年
４
月
分
か
ら
児
童
扶
養
手

当
額
が
変
更
さ
れ
ま
し
た
。
な

お
、
２
人
目
（
５
千
円
）、
３

人
目
以
降
（
３
千
円
）
の
加
算

額
の
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

児
童
扶
養
手
当
を
受
け
て
い

る
人
は
、
毎
年
１
回
８
月
に
現

況
届
の
提
出
が
必
要
で
す
。
現

況
届
に
つ
い
て
の
詳
細
は
広
報

「
だ
ん
暖
た
て
や
ま
」
８
月
１

日
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。　

　

千
葉
司
法
書
士
会

で
は
、
予
約
制
の
無

料
相
談
会
を
開
催
し

ま
す
。

　

日
時
／
７
月
23

日
（
土
）、
８
月
27

日
（
土
）、
９
月
24

日
（
土
）
各
日
と
も

午
前
10
時
～
正
午
、

午
後
１
時
～
午
後
３

時
　

場
所
／
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　

相
談
内
容
／
土
地

建
物
の
不
動
産
権
利

登
記
、
相
続
、
ク
レ

ジ
ッ
ト
・
サ
ラ
金
の

ト
ラ
ブ
ル
、
多
重
債

務
な
ど

　

予
約
・
問
合
せ

／
ち
ば
司
法
書
士
総
合
相
談

セ
ン
タ
ー
（
平
日
午
前
10
時

～
午
後
５
時　


043
―
204
―

８
３
３
３
）

自分に「今できる」節電を！

～節電にご協力ください～

４
月
か
ら
受
給
対
象
・
支
給
額
が
変
わ
り
ま
し
た

児
童
扶
養
手
当

　

児
童
扶
養
手
当
は
、
離
婚
な
ど
に
よ
り
、
父
親
ま
た
は
母
親
と
生
計
を
別
に
し
て
い
る
児
童
（
18

歳
に
な
る
年
の
年
度
末
ま
で
）
を
養
育
し
て
い
る
ひ
と
り
親
家
庭
な
ど
に
、
生
活
の
安
定
と
自
立
を

助
け
る
た
め
に
支
給
さ
れ
ま
す
。
受
給
資
格
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
こ
ど
も
課
ま
で
問
い
合
わ
せ
て

く
だ
さ
い
。

　

４
月
か
ら
、
障
害
年
金
の
改
正
に
よ
り
受
給
対
象
を
拡
大
し
ま
し
た
。
ま
た
、
４
月
分
か
ら
の
支

給
額
が
変
わ
り
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

問
合
せ
／
こ
ど
も
課
（

22
―
３
４
９
６
）

◎児童扶養手当1人目の支給額が18,920円以上の世帯
1 人目の子どもに児童扶養手当が支給されます。2 人目以
降の子どもには子の年金加算が支給されます。
◎児童扶養手当1人目の支給額が18,920円未満の世帯
3 人目の子どもに児童扶養手当 1 人目の額が支給されま
す。それ以外の子どもには子の年金加算が支給されます。

児童扶養手当1人目の支給

額が18,920円未満の世帯

子の年金加算　1人目

18,916円

子の年金加算　2人目

18,916円

児童扶養手当　1人目

9,810円～18,910円

子の年金加算　3人目

6,300円

1人目の

子ども

2人目の

子ども

3人目の

子ども

4人目の

子ども

児童扶養手当1人目の支給

額が18,920円以上の世帯

児童扶養手当　1人目

18,920円～41,550円

子の年金加算　1人目

18,916円

子の年金加算　2人目

18,916円

子の年金加算　3人目

6,300円

※児童扶養手当および子の年金加算は、月額を表しています。
児童扶養手当１人目の額は、所得によって変わります。

受

給

例

平成23年度

から

41,540円

～9,810円

全部支給

（月額）

一部支給

（月額）

平成22年度

まで

41,710円

～9,850円

41,720円 41,550円

司法書士による無料相談会（予約制）
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■
市
内
バ
ス
路
線
の
現
状

　

現
在
、
市
内
を
運
行
す
る
バ

ス
路
線
の
ほ
と
ん
ど
が
、
国
・
県
・

市
か
ら
の
補
助
を
受
け
、
運
行

を
維
持
し
て
い
る
状
況
で
す
。

　

利
用
者
の
減
少
が
便
数
の
減

少
を
招
き
、
さ
ら
に
利
用
者
が

減
少
す
る
と
い
う
悪
循
環
に

陥
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
ま
ま
利

用
者
が
減
少
し
続
け
る
と
、
運

行
の
維
持
自
体
が
難
し
く
な
り
、

現
在
運
行
し
て
い
る
バ
ス
路
線

の
廃
止
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

　

市
で
は
、
既
存
の
バ
ス
路
線

を
維
持
し
て
い
く
こ
と
が
必
要

だ
と
考
え
て
い
ま
す
が
、
ま
ず

は
、
沿
線
に
住
ん
で
い
る
皆
さ

ん
が
、
路
線
バ
ス
を
積
極
的
に

利
用
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

■
路
線
バ
ス
の
役
割

　

市
内
を
運
行
し
て
い
る
バ
ス

路
線
は
、
大
正
、
昭
和
の
初
め

に
運
行
を
開
始
し
、
長
い
間
市

民
の
「
足
」
と
し
て
利
用
さ

れ
、
親
し
ま
れ
て
き
た
歴
史
あ

る
路
線
で
す
。
自
家
用
車
の
普

及
や
道
路
交
通
網
の
整
備
な
ど

に
よ
り
利
用
者
が
減
少
し
続
け

て
い
ま
す
が
、
今
も
な
お
、
通

勤
・
通
学
者
や
高
齢
者
な
ど
の

移
動
手
段
と
し
て
重
要
な
役
割

を
担
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
今

は
利
用
し
て
い
な
い
人
に
と
っ

て
も
、
将
来
利
用
す
る
こ
と
に

な
っ
た
と
き
、
生
活
に
欠
か
す

こ
と
の
で
き
な
い
移
動
手
段
と

な
り
ま
す
。

■
環
境
や
渋
滞
緩
和
に
一
役

　

自
家
用
車
の
使
用
を
控
え
て

公
共
交
通
を
利
用
す
る
人
が

増
え
れ
ば
、
二
酸
化
炭
素
の
排

出
量
が
抑
え
ら
れ
、
交
通
事
故

の
減
少
や
、
交
通
渋
滞
の
緩
和

と
い
っ
た
効
果
も
期
待
で
き
ま

す
。

■
免
許
証
の
自
主
返
納
制
度

　

県
内
で
は
、
65
歳
以
上
の
高

齢
運
転
者
に
よ
る
事
故
が
年
々

増
加
し
て
い
ま
す
。
高
齢
者
の

自
動
車
運
転
に
よ
る
交
通
事
故

防
止
の
取
組
の
一
環
と
し
て
、

運
転
免
許
証
の
自
主
返
納
者
に

対
す
る
優
遇
制
度
が
あ
り
、
さ

ま
ざ
ま
な
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
詳
細
は
、

千
葉
県
警
察
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
し
て
い
ま
す
。

　

日
東
グ
ル
ー
プ
各
社
と
Ｊ
Ｒ

バ
ス
関
東
で
は
、
65
歳
以
上
の

人
が
運
転
免
許
証
を
自
主
返
納

し
、
所
定
の
手
続
き
を
行
っ
た

場
合
、
路
線
バ
ス
の
運
賃
が
半

額
に
な
る
優
遇
サ
ー
ビ
ス
を
７

月
１
日
か
ら
実
施
し
ま
す
（
高

速
バ
ス
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
・

一
部
路
線
バ
ス
を
除
く
）。
詳

し
く
は
各
社
へ
問
い
合
わ
せ
て

く
だ
さ
い
。

～地域を支える公共交通～

　現在、市内では館山日東バス（株）とＪＲバス関東（株）によ

り、9 路線の路線バスが運行されています。

　路線バスは、通勤・通学・通院など、日常生活に欠かすことの

できない移動手段です。自家用車と上手に使い分けて、地域の大

切な交通手段である路線バスを利用しましょう。

路線バスを利用しましょう！

運転免許証の返納で路線バス運賃が半額に!
　運転免許証の自主返納制度を知っていますか？日東グループと

ＪＲバス関東では、7 月から運転免許証の自主返納制度（65 歳

以上が対象）による優遇サービスを開始します。

館山日東バス（株）（22－0111）※8:30～17:00
ＪＲバス関東（株）館山支店（22－6511）※8:00～17:30
市企画課（22－3163）

問
合
せ

▼市内を運行するバス路線の概要
路線名

市内線
館山鴨川線
千倉線
豊房線
丸線
平群線
南房州本線
洲崎線
観光桟橋線

区間
館山航空隊⇔なむや（小浜）
館山駅⇔亀田病院
館山駅⇔平館車庫
館山駅⇔安房白浜
館山駅⇔川谷・細田
館山駅⇔平群車庫
館山駅⇔安房白浜
館山駅⇔フラワーパーク
館山駅⇔渚の駅たてやま

便数（平日）
23 往復
8 往復
6 往復
4.5 往復
6 往復
4 往復
17 往復
19 往復
原則朝夕 2 便

運行主体
館山日東バス
館山日東バス
館山日東バス
館山日東バス
館山市・南房総市
館山市・南房総市
ＪＲバス関東
ＪＲバス関東
館山日東バス

運行年
大正 2
大正 7
昭和 4
昭和 8
大正 15
大正 15
昭和 8
昭和 8
平成 23
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５
月
20
日
に
法
律
が
改
正
さ

れ
た
こ
と
に
よ
り
、
Ｍ
Ｒ
（
麻

し
ん
・
風
し
ん
）
混
合
予
防
接

種
と
、
日
本
脳
炎
の
予
防
接
種

の
対
象
者
を
拡
大
し
ま
す
。

■
Ｍ
Ｒ
（
麻
し
ん
・
風
し
ん
）

　
　
　
　

混
合
予
防
接
種

　

乳
児
期
の
１
回
の
接
種
で
は

抗
体
が
不
十
分
な
場
合
が
あ
る

た
め
、
２
回
接
種
に
変
更
さ
れ
、

平
成
24
年
度
ま
で
、
高
校
３
年

　

保
健
推
進
員
と
一
緒
に
離
乳

食
を
作
る
ほ
か
、
管
理
栄
養
士

や
保
健
師
が
個
別
相
談
に
応
じ

ま
す
。（
別
室
に
て
、
赤
ち
ゃ

ん
を
預
か
り
ま
す
）

　

ま
た
、
妊
婦
さ
ん
と
の
フ

リ
ー
ト
ー
キ
ン
グ
も
あ
り
ま

す
。

　

日
時
／
７
月
29
日
（
金
）
午

後
１
時
15
分
～
午
後
３
時
30
分

■
日
本
脳
炎
の
予
防
接
種

　

平
成
17
年
５
月
末
か
ら
接
種

を
差
し
控
え
て
い
た
時
期
が
あ

る
こ
と
か
ら
、
３
歳
以
上
で
平

成
７
年
６
月
１
日
以
降
生
ま
れ

の
人
は
、
接
種
が
完
了
し
て
い

な
い
場
合
に
接
種
が
可
能
と
な

り
ま
し
た
。

　

３
歳
、
９
歳
に
な
る
人
、
２

回
目
接
種
後
１
年
を
経
過
し
た

人
に
は
、
次
の
月
初
め
に
予
診

票
を
送
付
し
て
い
ま
す
。
そ
れ

以
外
で
接
種
を
希
望
す
る
人
に

は
、
予
診
票
を
送
付
し
ま
す
の

で
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

　

問
合
せ
／
健
康
課
（

23
―

３
１
１
３
）

う
ま
う
ま
（
離
乳
食
）
学
級

マ
マ
と
赤
ち
ゃ
ん
一
緒
に
ど
う
ぞ
！

　開設期間／ 7 月 20 日（水）～ 8 月 31日（水）
　開設時間／ 9:00 ～ 17:00
　料金／ 2時間ごとに一般180円、中学生・高校生
100 円、小学生以下 70 円（市外の人は 5 割増し）
　問合せ／スポーツ課（ 22 － 3696）

市営50ｍプールがオープン宮
城 接

種
対
象
者
を
拡
大
し
ま
す

Ｍ
Ｒ（
麻
し
ん
・
風
し
ん
）混
合
・
日
本
脳
炎
の
予
防
接
種

【消費生活についての相談はこちらまで】

千葉県消費者センター　 047-434-0999

相談時間 9:00 ～ 16:30（日・祝祭日除く )

市役所社会安全課消費生活相談窓口

　 25-5775

相談日　毎月第１・３木曜日　9:00 ～ 16:00

警
報
音
が
聞
こ
え
な
い
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
高
価
で
は
あ
り
ま
す
が
、
高
齢
者

な
ど
が
居
住
す
る
世
帯
や
大
き
な
家
な

ど
で
は
連
動
型
の
設
置
を
検
討
し
て
み

る
の
も
い
い
で
し
ょ
う
。

　

住
宅
用
火
災
警
報
器
は
、
住
居
の
関

係
者
が
警
報
器
を
維
持
・
管
理
す
る
義

務
が
あ
り
ま
す
。
光
電
式
の
煙
を
感
知

す
る
住
宅
用
火
災
警
報
器
は
、
ホ
コ
リ

な
ど
に
反
応
し
て
誤
動
作
を
起
こ
す
こ

と
が
あ
る
の
で
、
定
期
的
な
動
作
確
認

や
掃
除
な
ど
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
行
い

ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
警
報
器
の
設
置

後
も
取
扱
説
明
書
は
廃
棄
せ
ず
、
大

切
に
保
管
し
ま
し
ょ
う
。

　

問
合
せ
／
社
会
安
全
課
（

25
―

５
７
７
５
）

　

平
成
16
年
に
消
防
法
が
改
正
さ
れ
、

全
国
一
律
に
住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設

置
し
、
維
持
す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら

れ
ま
し
た
。
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
感

知
方
式
に
は
、
火
災
時
の
煙
を
感
知
す

る
煙
式
と
、
熱
を
感
知
す
る
熱
式
が
あ

り
ま
す
が
、
原
則
と
し
て
煙
式
の
設
置

が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

警
報
に
は
、
火
災
を
感
知
し
た
警
報
器

の
み
が
警
報
を
発
す
る
単
独
型
と
、
感

知
し
た
警
報
器
及
び
他
の
部
屋
に
設
置

さ
れ
た
警
報
器
が
連
動
し
て
警
報
を
発

す
る
連
動
型
が
あ
り
ま
す
。

（
ア
ド
バ
イ
ス
）

　

設
置
場
所
を
誤
る
と
感
知
が
遅
れ
た

り
、
感
知
で
き
な
い
場
合
が
あ
る
こ
と

が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。
取
扱
説
明
書

の
設
置
方
法
に
従
い
、
住
宅
用
火
災
警

報
器
を
正
し
く
設
置
し
、
周
辺
に
空
気

清
浄
機
や
エ
ア
コ
ン
の
風
な
ど
、
感
知

に
影
響
を
及
ぼ
す
も
の
が
な
い
か
確
認

し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
部
屋
の
模
様
替

え
な
ど
に
よ
り
警
報
器
周
辺
の
環
境
が

変
わ
る
と
感
知
に
影
響
す
る
こ
と
も
考

え
ら
れ
ま
す
の
で
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　

警
報
音
は
、
家
電
製
品
な
ど
の
ア

ラ
ー
ム
音
と
混
同
し
な
い
も
の
を
選
び

ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
単
独
型
の
住
宅
用

火
災
警
報
器
は
原
則
と
し
て
設
置
さ
れ

た
部
屋
の
煙
を
感
知
す
る
も
の
で
あ

り
、
別
の
部
屋
で
は
感
知
が
遅
れ
た
り
、

生
と
中
学
校
１
年
生
に
相
当
す

る
年
齢
の
人
を
対
象
に
、
２
回

目
の
接
種
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
新
た
に
、
修
学
旅
行
で

海
外
に
行
く
な
ど
の
事
情
が
あ

る
場
合
に
、
高
校
２
年
生
に
相

当
す
る
年
齢
の
人
で
も
接
種
す

る
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

な
お
、
特
別
の
事
情
が
な
い
場

合
は
、
高
校
３
年
生
に
相
当
す

る
年
齢
で
の
接
種
と
な
り
ま
す
。

　

５
月
20
日
以
降
に
接
種
を
し

た
人
ま
た
は
接
種
を
希
望
す
る

人
は
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

　

会
場
／
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー

　

持
ち
物
／
母
子
手
帳
、
エ
プ

ロ
ン
、
三
角
巾

※
赤
ち
ゃ
ん
が
参
加
す
る
と
き

は
、
バ
ス
タ
オ
ル
や
お
む
つ
な

ど
、
赤
ち
ゃ
ん
に
必
要
な
も
の

も
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

　

申
込
み
・
問
合
せ
／
健
康
課

（

23
―
３
１
１
３
）

お 知 ら せ
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「
思
春
期
の
か
ら
だ
づ
く
り
」

を
テ
ー
マ
に
講
演
会
を
開
催
し

ま
す
。

　

今
話
題
の
子
宮
頸
が
ん
予
防

ワ
ク
チ
ン
や
若
者
の
心
を
む
し

ば
む
サ
イ
バ
ー
被
害
、
思
春
期

の
悩
み
と
親
子
関
係
な
ど
、
盛

り
だ
く
さ
ん
の
内
容
で
す
。

　

日
時
／
７
月
24
日
（
日
）
午

前
10
時
～
午
後
４
時

　

場
所
／
亀
田
医
療
技
術
専
門

　

介
護
を
担
う
家
族
同
士
の
交

流
や
情
報
交
換
の
場
と
し
て

「
介
護
家
族
会
の
つ
ど
い
」
を

定
期
的
に
開
催
し
ま
す
。

　

日
時
／
７
月
７
日
（
木
）
午

後
１
時
30
分
～
午
後
３
時

　

場
所
／
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
湊
）

　

内
容
／
家
族
間
の
意
見
交
換

絡
先
、
弁
当
注
文
の
有
無
、
駐
車

場
利
用
の
有
無
を
、
電
話
ま
た
は

Ｆ
Ａ
Ｘ
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

　

申
込
み
・
問
合
せ
／
亀
田
医

療
技
術
専
門
学
校
ち
ば
思
春

期
研
究
会
事
務
局
（


04
―

７
０
９
９
―
１
２
０
５
、
Ｆ
Ａ

Ｘ
04
―
７
０
９
３
―
６
２
６
５
）

市営住宅の入居者を募集
　表に記載された家賃は、平成

23 年度の入居者の最低金額と最

高金額です。実際の家賃は前年中

の世帯の収入に基づき、入居者ご

とに算定します。

　募集期間／ 7 月19 日（火）～

29 日（金）

※土・日を除く8:30 ～17:00

　入居資格／次の①から⑤までの

項目すべてに該当する人。

①市内に在住または在勤している

人。

②収入が基準以内の人。

③現に住宅に困っていることが明

らかな人。

④市税の滞納がない人。

⑤申込本人または同居しようとす

る家族が暴力団員でないこと。　

　入居時期／ 9 月上旬（予定）

　市営住宅の入居者を募集します。入居を希望する人は、都市

計画課にある申込用紙に必要事項を記入し、提出してください。

今回の募集住宅は表のとおりです。

　申込み・問合せ／都市計画課（ 22 － 3610）

親子体験教室
　千葉県動物愛護センターで
は、夏休み期間中の小学生と
その保護者を対象に「親子体
験教室」を開催します。
　犬・猫との正しい接し方や
動物由来感染症についての講
習と、愛護センターの施設見
学を通して、人と動物の関係
について親子で考えてみませ
んか？
　当日は、犬にさわることの
できる服装で参加してくださ
い。
　日時／7月27日、8月3日、
10 日、17 日、24 日（ す べ
て水曜日）10:00 ～ 11:30
　場所／千葉県動物愛護セン
ター（富里市御料 709 － 1）
　参加費／無料
　対象／小学校 4 ～ 6 年生
の児童とその保護者
※保護者は送迎のみでも可。
　定員／各日とも 5 組
　申込み・問合せ／千葉県動
物愛護センター（ 0476 －
93 － 5711）

思
春
期
の
か
ら
だ
づ
く
り

～
思
春
期
の
か
ら
だ
を
つ
く
る　

こ
こ
ろ
を
つ
く
る
～

介
護
家
族
会
の
つ
ど
い

ペットのことを

もっと知ろう！

▼今回募集する市営住宅

場　所

館山小学校

付近

国立館山海上

技術学校付近

構　造

準耐火

2 階建

中層耐火

4 階建

準耐火

2 階建

準耐火

2 階建

家　賃

6,500円

～8,100円

7,800円

～19,300円

7,500円

～19,000円

7,000円

～10,400円

敷　金

19,500円

～24,300円

23,400円

～57,900円

22,500円

～57,000円

21,000円

～31,200円

2ＤＫ

2ＤＫ

2ＤＫ

2ＤＫ

1

2

1

2

沼

萱野

萱野

笠名

住宅名 戸数 間取り

国分地内

国分地内

学
校
１
号
館
２
階
ホ
ー
ル

　

参
加
費
／
２
千
円
（
弁
当
を

注
文
す
る
場
合
は
別
途
600
円
）

　

申
込
方
法
／
氏
名
、
所
属
、
連

会※
今
後
も
講
演
会
、
介
護
サ
ー

ビ
ス
事
業
所
と
の
意
見
交
換

会
、
認
知
症
の
人
と
家
族
の
会

千
葉
県
支
部
と
の
交
流
会
な
ど

を
開
催
す
る
予
定
で
す
。

　

申
込
み
・
問
合
せ
／
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
た
て
や
ま

（

25
―
７
１
９
１
）

募 集
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自
立
を
目
指
し
て
就
職
し
よ

う
と
考
え
て
い
る
障
が
い
者

で
、
職
業
訓
練
の
受
講
を
希
望

す
る
人
を
募
集
し
ま
す
。

　

訓
練
科
目
／
情
報
事
務
科
職

域
開
拓
コ
ー
ス
（
精
神
障
が
い

者
対
象
）、
基
礎
事
務
科
短
期

実
務
コ
ー
ス
（
知
的
障
が
い
者

対
象
）

　

訓
練
期
間
／
10
月
３
日
（
月
）

　

見
え
方
で
悩
ん
だ
り
困
っ
た

り
し
て
い
る
児
童
・
生
徒
、
保

護
者
、
関
係
者
を
対
象
に
、
千

葉
盲
学
校
の
授
業
や
拡
大
読
書

器
な
ど
の
補
助
具
の
体
験
、
便

利
グ
ッ
ズ
、
教
材
教
具
な
ど
の

紹
介
を
行
い
ま
す
。

　

日
時
／
８
月
２
日
（
火
）
午

前
９
時
30
分
～
（
児
童
・
生
徒

　

募
集
期
間
／
７
月
14
日
（
木
）

～
８
月
12
日
（
金
）

　

入
校
選
考
日
／
８
月
26
日

（
金
）

　

問
合
せ
／
県
立
障
害
者
高
等

技
術
専
門
校
（


043
―
291
―

７
７
４
４
）

募 集

有 
料 
広 
告

職
業
訓
練
の
受
講
生
を
募
集

千
葉
盲
学
校
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル

オープンキャンパス
　静岡市にある国立清水海上

技術短期大学校では、入学試

験にむけ、オープンキャンパ

スを実施します。

　当校は、国内航路の船舶職

員を養成することを目的とし

て設立され、卒業生のほとん

どが、タンカー、貨物船、フェ

リーなどの内航船、作業船、

官公庁船などの船員として活

躍します。

体験型コース
　実施日／ 7 月 23 日（土）、

9 月 3 日（土）

　内容／練習船体験航海、施

設・寮見学ツアー、進路相談

会など（昼食付き）

見学型コース
　実施日／ 10 月 15 日（土）

　内容／授業・施設・寮見学

ツアー、進路相談会など

　問合せ／国立清水海上技術

短期大学校教務課（ 054

－ 334 － 0922）

国立清水海上技術短期大学校 障
害
者
高
等
技
術
専
門
校

～
平
成
24
年
３
月
16
日
（
金
）

　

受
講
料
／
無
料

　

募
集
人
員
／
各
コ
ー
ス
５
人

と
そ
の
保
護
者
対
象
）、
８
月

３
日
（
水
）
午
前
９
時
30
分
～

（
関
係
者
対
象
）

　

場
所
／
県
立
千
葉
盲
学
校

（
四
街
道
市
大
日
）

　

申
込
み
・
問
合
せ
／
県
立

千
葉
盲
学
校
（


043
―
422
―

０
２
３
１
）

有料広告スペース

縦 45 ミリメートル
横 85 ミリメートル

８千円

有料広告スペース

縦 45 ミリメートル
横 85 ミリメートル

８千円

有料広告スペース

縦 45 ミリメートル
横 85 ミリメートル

８千円

有料広告スペース

縦 45 ミリメートル
横 85 ミリメートル

８千円
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工
作
や
実
験
を
通
し
て
、
科
学

の
力
を
体
感
し
ま
す
。
不
思
議
な

工
作
「
ス
ル
リ
ン
」
作
り
や
太
陽

光
で
調
理
が
で
き
る
ソ
ー
ラ
ー

ク
ッ
カ
ー
を
使
っ
て
蒸
し
パ
ン
作

り
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
す
。

　

日
時
／
７
月
28
日
（
木
）
午

後
１
時
30
分
～
午
後
３
時
30
分

　

会
場
／
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
第
１
集
会
室

　

対
象
／
小
学
校
４
～
６
年
生

　

定
員
／
30
人
（
応
募
多
数
の

場
合
は
抽
選
）

　

参
加
費
／
１
人
300
円
（
材
料

費
）

　

講
師
／
佐
藤
裕ゆ

う
こ子 

氏
、
筒
井

道
広 

氏
（
県
立
現
代
産
業
科
学

館
）　

　

申
込
締
切
／
７
月
20
日
（
水
）

※
天
侯
な
ど
に
よ
り
内
容
を
変

更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

天
体
望
遠
鏡
を
使
っ
て
、
満

天
の
星
空
を
観
察
し
て
み
よ

う
！
夏
の
大
三
角
や
さ
そ
り

座
、
運
が
よ
け
れ
ば
流
れ
星
を

見
る
こ
と
も
で
き
る
か
も
。

　

日
時
／
７
月
30
日
（
土
）
午

後
７
時
～
午
後
８
時
30
分

　

会
場
／
出
野
尾
サ
ッ
カ
ー
場

　

対
象
／
小
学
生
と
そ
の
家
族

　

定
員
／
30
組
（
応
募
多
数
の

場
合
は
抽
選
）

　

参
加
費
／
無
料
（
傷
害
保
険

料
実
費
負
担
あ
り
）

　

講
師
／
安
藤
智

さ
と
る 

氏
（
館
山
天

文
ク
ラ
ブ
）　

　

申
込
締
切
／
７
月
20
日
（
水
）

※
雨
天
な
ど
に
よ
り
観
察
が
で

き
な
い
場
合
は
中
止
し
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
だ
け
で
買
い
物

を
し
て
材
料
を
調
達
。
野
菜

た
っ
ぷ
り
カ
レ
ー
を
食
べ
て
夏

バ
テ
な
ん
か
吹
き
飛
ば
そ
う
！

ハ
ウ
ス
食
品
と
お
ど
や
の
協
力

に
よ
り
開
催
し
ま
す
。

　

日
時
／
８
月
24
日
（
水
）
午

前
９
時
30
分
～
午
後
１
時

　

会
場
／
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
栄
養
指
導
実
習
室

　

対
象
／
小
学
生
と
そ
の
家
族

　

定
員
／
16
組
（
応
募
多
数
の

場
合
は
抽
選
）

　

参
加
費
／
無
料

　

講
師
／
や
ま
ク
ッ
キ
ン
グ
ス

ク
ー
ル
講
師

　

申
込
締
切
／
７
月
29
日
（
金
）

　

将
棋
を
通
じ
て
、
楽
し
み
な

が
ら
ト
コ
ト
ン
考
え
る
集
中
力

を
養
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？
Ｔ
Ｖ

ゲ
ー
ム
か
ら
少
し
は
な
れ
て
将

棋
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
！

　

日
時
／
８
月
27
日
（
土
）
午

後
１
時
30
分
～
午
後
３
時
30
分

　

会
場
／
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
第
１
学
習
室

　

対
象
／
小
学
生
（
初
心
者
歓

迎
）

　

定
員
／
30
人

※
大
会
当
日
、
会
場
で
受
け
付

け
ま
す
。

　

参
加
費
／
無
料

　

講
師
／
中
央
公
民
館
将
棋

サ
ー
ク
ル

夏
休
み
お
も
し
ろ
教
室

　

中
央
公
民
館
で
は
、
体
験
学
習
を
通
し
て
子
ど
も
の
情
操

を
育
む
「
夏
休
み
お
も
し
ろ
教
室
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

申
込
み
・
問
合
せ
／
中
央
公
民
館
（

23
―
３
１
１
１
）

　8月8日（月）に開催される館山

湾花火大会の際に、抽選で 120 組

に館山港多目的観光桟橋を開放し

ます。入場を希望する人は、往復

はがきで申し込んでください。応

募多数の場合は抽選により入場者

を決定します。

　　　花火大会当日、桟橋は終日

入場制限を行うため、今回当選し

た人以外は桟橋内へは入れません

ので注意してください。

　募集定員／ 120 組（1 組 4 人

まで入場可能）

　入場料／無料

　注意事項／①観覧場所の提供の

みで、いすなどの設置はありません。

②駐車場の用意はありません。③

桟橋内にトイレは設置しません。

④桟橋内は禁酒・禁煙です。⑤そ

の他注意事項については当選通知

にてご案内します。

　応募方法／往復はがきの「往信

用裏面」（白紙面）には、希望者

全員（4 人まで）の①住所②氏名

③年齢④性別⑤電話番号を記入

し、「返信用表面」（宛先面）には、

代表者の郵便番号、住所、氏名を

記入し、申し込んでください。

※応募は 1 組 1 枚。個人の重複応

募がある場合、応募はがきを抽選

の対象から除外します。

　　　電話、ＦＡＸ、Ｅメールに

よる応募は一切受け付けません。

　応募締切／ 7月 19日（火）必着

　応募・問合せ／〒 294 － 0036

　館山 1564 － 1　商工観光課

内「花火大会　桟橋入場担当」（

22 － 3346）

花火大会の準備および客船「にっ

ぽん丸」の接岸のため、8 月 7 日

（日）午後 6 時から 8 月 9 日（火）

午前 6 時まで、関係者以外の桟橋

内への入場を規制します。

▲ ▲ ▲

抽選で限定120組に
桟橋を開放

館山湾花火大会

参加者募集！

▲ ▲ ▲

『
科
学
の
力
』実
験
教
室
！

夏
の
星
座
を
観
察
し
よ
う
！

　
　
　
　

「
星
空
観
察
会
」

野
菜
た
っ
ぷ
り
カ
レ
ー
で
夏
バ
テ
解
消
！

「
親
子
ク
ッ
キ
ン
グ
」

自
分
の
棋
力
を
腕
だ
め
し
！

　
　

「
こ
ど
も
将
棋
大
会
」
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募 集

有 
料 
広 
告

　戦国大名里見氏最後の居城であり、「館山」の地名の由来にもなっている城山は、市民にとって身近な
存在です。しかし、城山公園内にはまだまだ知らないスポットが数多く存在します。城山に残されている
城跡の面影や戦争遺跡、記念碑などを、博物館の学芸員と一緒に探検しましょう。

■夏休み子ども歴史教室「城山探検隊」

　市立博物館分館で 9 月 4 日（日）まで開催している収蔵資料展「安房
の伝統工芸展―房州うちわと唐棧織―」に合わせて、小学生を対象とした

■ワークショップ「房州うちわをつくろう」

　日時／ 7 月 30 日（土）9:00 ～ 12:00
※雨天の場合は 8 月 6 日（土）に延期
　場所／城山公園
　コース／博物館本館集合⇒浅間神社⇒館山城（八犬伝博物館）
⇒千

せんじょうじき

畳敷⇒義
よしやすごてんあと

康御殿跡⇒姥
うばがみ

神（八遺臣の墓）⇒孔雀園⇒切
きりぎし

岸⇒コ
ルバン夫妻墓地⇒城山公園駐車場解散
　対象／市内の小学校 4 ～ 6 年生
　定員／ 30 人（応募多数の場合は抽選）
　講師／博物館学芸員
　参加費／ 100 円程度（保険料）
　申込締切／ 7 月 22 日（金）必着

　申込方法／はがき、FAX、E メールに住所、氏名、
年齢（学年）、電話番号、希望講座を明記し、申込み
先まで。
※参加の可否は後日連絡します。
　申込み・問合せ／〒 294 － 0036　館山 351 － 2　
市立博物館本館（ 23 － 5212、ＦＡＸ 23 － 5213、
E メール hakubutukan@city.tateyama.chiba.jp）

▼姥神（八遺臣の墓）

▲房州うちわ体験教室を開催します。今年の夏は、手作り
の房州うちわで過ごしてみませんか。
　日時／ 7 月 23 日（土）10:00 ～ 12:00
　場所／市立博物館分館 1 階情報発信コーナー
　対象／市内の小学生
　定員／ 30 人（応募多数の場合は抽選）
　講師／宇山正男 氏（うやま工房）
　参加費／ 1 人 1,000 円（材料費）
　申込締切／ 7 月 15 日（金）必着

市立博物館

有料広告スペース

縦 45 ミリメートル
横 85 ミリメートル

８千円

有料広告スペース

縦 45 ミリメートル
横 85 ミリメートル

８千円

有料広告スペース

縦 45 ミリメートル
横 85 ミリメートル

８千円

有料広告スペース

縦 45 ミリメートル
横 85 ミリメートル

８千円



11 だん暖たてやま

　

カ
ウ
ン
タ
ー
業
務
や
本
の
整

理
な
ど
、
図
書
館
の
仕
事
を
体

験
し
ま
す
。

…
ち
ょ
こ
っ
と
体
験
コ
ー
ス
…

　

日
時
／
８
月
３
日
（
水
）、

４
日
（
木
）
両
日
と
も
午
後
２

時
～
午
後
４
時

　

持
ち
物
／
筆
記
用
具

　

対
象
／
市
内
の
小
学
校
５
～

６
年
生

　

定
員
／
１
日
６
人
（
先
着
順
）

…
じ
っ
く
り
体
験
コ
ー
ス
…
…

　

日
時
／
８
月
５
日
（
金
）
午

前
９
時
～
午
後
３
時

　

俳
句
に
つ
い
て
学
び
、
み
ん

な
で
俳
句
を
作
る
楽
し
さ
を
味

わ
い
ま
す
。

　

日
時
／
７
月
29
日
（
金
）
午

後
１
時
30
分
～
午
後
３
時

　

会
場
／
市
図
書
館
集
会
室

　

講
師
／
遠
藤
真
砂
明 

氏

　

持
ち
物
／
筆
記
用
具

　

持
ち
物
／
筆
記
用
具
、
昼
食

　

対
象
／
市
内
の
小
学
校
６
年

生　
　

定
員
／
４
人
（
先
着
順
）　

　

会
場
／
市
図
書
館

　

申
込
受
付
／
７
月
19
日
（
火
）

午
前
９
時
～

　

問
合
せ
／
市
図
書
館
（

22

―
０
７
０
１
）

　

対
象
／
小
学
生

　

定
員
／
30
人
（
保
護
者
含
む
、

先
着
順
）

　

申
込
受
付
／
７
月
12
日
（
火
）

午
前
９
時
～

　

問
合
せ
／
市
図
書
館
（

22

―
０
７
０
１
）

◆宿題や調べもので困ったときは図書館へ！ 
　もうすぐ夏休み、宿題に頭を悩ませた時には図書館へどうぞ。読みも

のだけでなく社会や科学の本など、ヒントになる資料を揃えてお待ちして

います。また、宿題に限らず、本の探し方がわからない、調べ方がわか

らないときには、図書館職員がお手伝いしますので、声をかけてください。

　また、７月から青少年読書感想文全国コンクール・千葉県読書感

想文コンクールの課題図書の貸出をしています。全国・千葉県とも貸

出期間は 1 週間、延長はできません。課題図書については、館内に

掲示してあるポスターをご覧ください。

  　読書感想文コンクールには、課題読書のほかに自由読書の部門

もあります。自分のお気に入りの一冊で感想文を書いてみるのもよいのではないでしょうか。図書館でもおすすめの本

を紹介したブックリストを用意していますので、参考にしてみてください。

●今月のおすすめ
　『とうだいのひまわり』 　にいざかかずお　さく・え　／　福音館書店

　太陽のように鮮やかな花を咲かせるひまわり。西岬地区で生産、出荷されてもいますが、ひまわ

りを育てる女の子の姿をていねいに描いた絵本があります。それがこの「とうだいのひまわり」です。

　主人公のひろみちゃん一家は岬の灯台に住んでいます。ある日、ひまわりの種のついた風船を

拾ったひろみちゃんは、その種をまき、大事に育てます。夏になり、灯台の庭に大輪の花を咲か

せたひまわり。そして次の春、誰かの元でまたひまわりが大きな花を咲かせるようにと、ひろみちゃ

んはお父さん、お母さん、灯台長のおじさん、おばさんと一緒に、種を付けた風船を灯台から空

へと飛ばしたのでした。

　物語中に登場する家族は、作者が勝浦の灯台で出会った職員ご一家をモデルに、館山の洲埼

灯台が舞台として描かれています。物語と同じように実際に洲埼灯台の庭にひまわりを植え、一年

間通ってこの絵本を作ったそうです。

　３８年前に初版が出された絵本ですが、時を重ねても変わらないものが感じられる一冊です。

7月の休館日　
7/1、2、4、11、18、22、25図書館だより 69 館山市図書館（ 22－ 0701）

7月のおはなし会・わらべうたの会
※８月はお休みします

児童向け ７/９、16　(14:00から) 

幼児向け ７/８　(10:30から) 

わらべうたの会 ７/15

　　　　　　　(10:30からと11:00から)

『とうだいのひまわり』

俳
句
で
あ
そ
ぼ
う
！

図
書
館
員
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
！

体
験
講
座
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「
本
を
大
事
に
す
る
心
を
持
っ
て
も
ら
い
、

傷
み
が
少
し
で
も
減
っ
て
く
れ
れ
ば
…
」

305

　

平
成
22
年
度
の
図
書
館
講
座
で
、

「
製
本
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
！
～
本
の
構

造
を
知
り
本
の
修
理
に
も
役
立
て

よ
う
～
」
を
開
催
。
そ
の
講
師
を

務
め
た
の
が
齋
藤
実
さ
ん
で
し
た
。

　

齋
藤
さ
ん
は
本
が
大
好
き
。
本

の
リ
サ
イ
ク
ル
市
な
ど
で
見
つ
け

た
も
の
は
傷
み
が
ひ
ど
く
、
で
も

そ
れ
を
知
識
の
糧
に
し
た
い
と
い

う
思
い
か
ら
、
自
分
で
直
そ
う
と

修
理
方
法
を
独
学
で
習
得
し
ま
し

た
。
市
の
図
書
館
を
よ
く
利
用
し

ま
す
が
、
や
は
り
傷
ん
だ
本
が
目

立
ち
、
自
分
の
技
術
を
活
か
す
こ

と
が
で
き
れ
ば
と
、
本
の
修
理
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
申
し
出
ま
し
た
。

そ
し
て
１
回
目
の
講
座
開
催
後
、

一
部
の
受
講
者
５
人
と
共
に
「
館

山
ル
リ
ユ
ー
ル
（
フ
ラ
ン
ス
語
で

書
物
を
作
る
、
修
復
す
る
な
ど
の

意
味
）
の
会
」
を
立
ち
上
げ
、
現

在
は
月
２
回
図
書
館
に
集
ま
り
、

本
の
修
理
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

　

修
理
は
と
て
も
手
間
が
か
か
り
、

一
折
ご
と
に
糸
で
縫
い
合
わ
せ
た

り
、
セ
ロ
ハ
ン
テ
ー
プ
を
使
っ
た

も
の
を
ド
ラ
イ
ヤ
ー
で
熱
を
加
え

て
丁
寧
に
は
が
し
た
り
、
根
気
の

い
る
作
業
。
ま
た
、
発
行
さ
れ
た

時
代
に
よ
っ
て
は
製
本
の
技
術
も

異
な
り
、
壊
れ
方
も
い
ろ
い
ろ
。

「
そ
の
都
度
、
修
理
の
方
法
を
考
え
、

勉
強
し
な
が
ら
や
る
必
要
が
あ
る

け
れ
ど
、
そ
れ
が
ま
た
お
も
し
ろ

い
」と
齋
藤
さ
ん
。
必
要
な
道
具
も
、

作
業
に
合
わ
せ
て
ほ
と
ん
ど
が
手

作
り
。

　

齋
藤
さ
ん
は
、「
今
後
は
、
学
校

図
書
館
の
本
の
修
理
ま
で
活
動
を

広
げ
た
い
が
、
自
分
が
全
て
や
る

の
は
無
理
。
学
校
の
図
書
部
員
な

ど
に
修
理
の
方
法
を
覚
え
て
も
ら

い
、
そ
こ
か
ら
次
々
と
活
動
が
広

が
っ
て
く
れ
た
ら
良
い
と
思
う
。

修
理
を
通
じ
て
本
を
大
事
に
す
る

心
を
持
っ
て
も
ら
い
、
本
の
傷
み

が
少
し
で
も
減
っ
て
く
れ
れ
ば
…
」

と
、
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

千せ
ん
じ
ゅ
い
ん

手
院
や
ぐ
ら

ら
れ
ま
す
。

千
手
院
や
ぐ
ら
群
、
前
回
紹

介
し
た
水
岡
や
ぐ
ら
群
が
分
布
す

る
館
山
市
安
東
・
水
岡
周
辺
に

は
、
こ
の
ほ
か
内
田
や
ぐ
ら
群
、

蓮れ
ん
ぞ
う
じ

蔵
寺
裏
や
ぐ
ら
群
の
ほ
か
、
中

世
の
石
造
文
化
財
が
濃
密
に
分
布

し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
地
域
は
、文
和
２
（
１
３
５

３
）
年
の
「
足
利
尊
氏
下

く
だ
し
ぶ
み文

」

の
「
安
東
郷
」
の
中
心
と
考
え

ら
れ
、
応
永
30
（
１
４
２
３
）
年

の
「
鎌か

ま
く
ら
く
ぼ
う

倉
公
方
足
利
持も

ち
う
じ氏

御み
ぎ
ょ
う
し
ょ

教
書
」

に
は
、
持
氏
が
安
房
国
守
護
上
杉

定さ
だ
よ
り頼

に
対
し
て
安
東
又
三
郎
の
旧

領
地
で
あ
る
安
東
郷
内
朴

ほ
う
が
や
つ谷

村
を

極
楽
寺
に
渡
す
よ
う
に
命
じ
た
こ

と
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
も
、
や
ぐ
ら

の
密
集
地
域
が
、
鎌
倉
の
寺
社
領
と

重
な
る
こ
と
が
よ
く
わ
か
り
ま
す
。

　

平
安
時
代
以
降
の
支
配
階
級
は
、

埋
葬
地
の
上
に
木
造
の
墓
堂
を
建

て
る
「
墳ふ

ん
ぼ
ど
う

墓
堂
」
を
墓
と
し
て
い
ま

し
た
。
世
界
遺
産
登
録
が
有
力
な

岩
手
県
平
泉
の
中
尊
寺
金
色
堂
や
、

『
吾あ

ず
ま
か
が
み

妻
鑑
』
に
記
さ
れ
た
源
頼
朝
な

ど
の
墓
が
代
表
例
で
す
。

「
や
ぐ
ら
」
の
発
生
は
、
墳
墓
堂

よ
り
時
代
が
下
が
り
、
や
ぐ
ら
出

土
の
石
塔
や
板い

た
び碑

に

刻
ま
れ
た
年
号
の
な

か
で
最
も
古
い
も
の

は
、
十じ

ゅ
う
に
そ

二
所
朝
比
奈

峠
や
ぐ
ら
群
の
弘
安

９（
１
２
８
６
）年
で
、

最
も
新
し
い
も
の
は
、

覚か
く
お
ん
じ

恩
寺
前
や
ぐ
ら
群

の
文
明
14
（
１
４
８
２
）
年
で
す
。

市
内
、
九
重
地
区
安
東
の
千
手

院
や
ぐ
ら
群
は
、
４
基
の
中
心
と

な
る
１
号
や
ぐ
ら
の
入
口
に
、
現

代
の
木
の
格
子
戸
が
取
り
付
け
ら

れ
て
い
ま
す
。

内
部
の
玄
室
は
、
幅
約
３
・
９

ｍ
、
高
さ
約
１
・
９
ｍ
、
奥
行
き
約

３
・
３
ｍ
の
大
き
さ
で
、
木
造
堂
の

雰
囲
気
を
出
す
た
め
に
造
作
さ
れ

た
可
能
性
が
あ
る
堀
込
み
が
あ
り
、

や
ぐ
ら
に
墳
墓
堂
の
機
能
が
あ
っ

た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

奥
壁
に
は
、
奥
行
き
約
１
・
２

ｍ
、
高
さ
約
１
・
１
ｍ
の
壇
が
あ

り
ま
す
。
壇
上
中
央
と
左
に
円
座

が
造
り
出
さ
れ
、
左
に
は
背
面
に

文ぶ
ん
な和

２
（
１
３
５
３
）
年
の
銘
文

が
刻
ま
れ
た
石
造
地

じ
ぞ
う
ぼ
さ
つ
ざ
ぞ
う

蔵
菩
薩
坐
像

（
市
有
形
文
化
財
）
が
安
置
さ
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
中
央
に
あ
る
石

造
千せ

ん
じ
ゅ
か
ん
の
ん

手
観
音
坐ざ

像ぞ
う

も
、
石
造
地
蔵

菩
薩
坐
像
と
同
時
期
の
作
と
考
え

シ
リ
ー
ズ

中
世
の
安
房
と
鎌
倉
④

▲一冊一冊細かい作業が続きます

▲千手院１号やぐら（左端：石造地蔵菩薩
　坐像　右から２つ目：石造千手観音坐像）

▲千手院１号やぐら上部に　
ある宝篋印塔
　（市有形文化財）

市
立
博
物
館
の
休
館
日

７
月
４
日
、
11
日
、
19
日
、
25
日


